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 『カール・バルトの教会論 ―― 旅する神の民』 
                                                          佐 藤 司 郎 




第一章 『ローマ書』における教会理解      
 はじめに 
 第一節  釈義のアウトライン 
   １．「問題」としての教会――９～１１章の意味 
   ２．「危急」「罪責」「希望」 
 第二節 『ローマ書』における教会理解の特色       
      １．教会批判的線 




 第一節 弁証法的教会理解 
   １．教会の根拠としての神の啓示の言葉 
   ２．啓示の証しと教会の相対的権威 
   ３．教会と文化 
   ４．教会の本質と実存 
 第二節 キリスト論的・聖霊論的教会理解への道 
   １．教会と教会論の発見――「教会の
ザ イ ン
存在」としてのイエス・キリスト 
    ２．教会のキリスト論的・聖霊論的基礎づけ 
     (1)啓示論の輪郭と特徴 
      (2)言葉の受肉 
     (3)聖霊の注ぎ 
 結び 
第三章 「バルメン神学宣言」の教会論 
 第一節 教会の主イエス･キリスト――第三項                               
   １．信仰と告白 
      ２．第三項のテキストの成立 
      (1)「バルメン神学宣言」 
       (2)第三項本文 
    ３．第三項の意味とその背景 
          (1)第三項の意味 
       (2)第三項の背景 
      総括 
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 第二節 教会の政治的神奉仕――第五項の意味と射程 
   １．政治的共同責任の神学への道――「バルメン神学宣言」第五項 
          (1)第五項本文の成立 
       (2)第五項に先駆するもの 
      (3)第五項の意味 
小括 
      ２．政治的共同責任の神学の基礎としての『福音と律法』 
     (1)バルメン以後 
       (2)『福音と律法』――その神学的射程 
      ３．政治的共同責任の聖書的基礎づけとしての『義認と法』 
     (1)問題の所在 
       (2)キリスト論的･終末論的国家理解 
      (3)執り成しの祈り 
      ４．政治的共同責任の具体的展開としての『キリスト者共同体と市民共同体』 
     (1)比喩必要性と比喩可能性 
       (2)政治的共同責任とその遂行 
      総括 
 第三節 教会の宣教的神奉仕――第六項     
       １．テキストの問題 
    ２．「民族伝道」と第六項 
    ３．第六項の意味――総括に代えて 
 付論 「バルトとデモクラシー」を巡る覚書 
       １．ヴァイマル・デモクラシーとバルト 
    ２．『倫理学講義』における国家構想 
    ３．教会闘争期から戦後にかけて 
第四章 神の民の選び――予定論と教会論            
 はじめに 




       １．一つの
ゲマインデ
E神の民 E Aの二つの形態 
    ２．イスラエルと教会 
    ３．34 節（KD§34）の解釈を巡って――B.クラッパートと E.ブッシュ 
     (1)二つのモデルの混在――クラッパート 
       (2)神の憐れみの包括的経綸――ブッシュ 
 結び 
第五章 和解論の教会論 
 第一節 和解論と教会論 
   １．教会論の位置 
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   ２．キリスト論と教会論 
     (1)真の神イエス・キリストと教会の集まり 
       (2)真の人イエス・キリストと教会の建設 
      (3)真の証者イエス・キリストと教会の派遣 
 第二節 教会の集まり――三つの特質 
   １．キリスト論的・聖霊論的教会論 
   ２．教会の実在性 
    〔補説〕一つの・聖なる・公同の・使徒的教会 
   ３．教会の時間性 
 第三節 教会の建設 
   １．真実の教会 
          (1)出来事としての真実の教会 
       (2)交わりの形成としての教会の建設 
      (3)キリストによる教会の保持 
   ２．教会の秩序――「兄弟団的キリスト支配」 
    〔補説〕「兄弟団的キリスト支配」を巡って 
 第四節 教会の派遣 
   １．「和解論」第三部の問題 
    〔補説〕新約聖書の「世」 
   ２．世の出来事と神の民 
   ３．世のための教会  
   ４．教会への委託と奉仕 
     (1)教会への委託 
       (2)教会の奉仕 
      (3)奉仕の諸形式 
       a.特別な奉仕としての神賛美 
       b.基本的な奉仕としての説教 
       c.奉仕の試金石としての預言者的行動 
       d.平和のための奉仕としての交わりの創出  
 付論１ バルトにおける「キリストの体」 
  付論２ 二つの釈義 
終章 旅する神の民      
      １．教会論の熟成 
   ２．教会理解の文脈 
   ３．「兄弟たちの
ゲマインデ
共同体」  














であり、二十世紀思想の金字塔たる『ローマ書』（第 1 版 1919 年、第 2 版 1922 年）から
教会理解の検討を始めた（その対象を第 2 版だけでなく、第 1 版にも広げ、比較の上で全
体を問題とした）。 
















 第二章は 1920 年代から 30 年代初頭にかけての教会理解。この時期はバルトが神学的に
大きな変貌を遂げた時であり、教会論においても同一の変化が見られる。『ローマ書』（第
1 版 1919 年）の後、バルトを中心にいわゆる弁証法神学運動が起こった。それに応じた教
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